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現代西洋経済史(2004年度冬学期)文献リスト

2004年10月18日
小野塚 知 二

Ⅰ群の３冊は必読。Ⅱ群の４は経済史統計として簡便なもので、利用価値が高い。このほか、Ⅱ～Ⅴ群から各

１ないし２冊ずつ読めば、多少は複眼的な思考も養われるであろう。19世紀（第１次大戦まで）のヨーロッパ経

済を概説したものは少ない（外国語でも同様）。20世紀のヨーロッパ経済については最近いくらか出てきたが、

アメリカへの言及が概して薄いため、ここでは26と27を特に紹介しておく。このほか、各国別・時期別・テーマ

別のモノグラフは膨大に（外国語ではほとんど無限に）あるから、関心のある者は相談されたい。ⅢおよびⅣ群

に関する書物も最近続々と刊行されて、ここで到底網羅できない。Ⅲ・Ⅳについて外国語では、英語文献は限ら

れており(37, 38の資料集は有益)、多くはヨーロッパ大陸の諸言語で書かれている。このリストの中で小野塚が

書いているのは、16、28、34、35、57だが、ヨーロッパ統合史に関係するのは34と35だけである。
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1996年.

28 奈倉文二・横井勝彦・小野塚知二『日英兵器産業史とジーメンス事件 －武器移転の国際経済史－』日本
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35 永岑三千輝・廣田功編『ヨーロッパ統合の社会史 －背景・論理・展望－』日本経済評論社、2004年.

36 ロベール･フランク『欧州統合史のダイナミズム－フランスとパートナー国－』日本経済評論社、2003年.

37 Trevor Salmon & Sir William Nicol eds., Building European Union: A Documentary History and Analysis,

Manchester University Press, 1997.
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58 石見徹『世界経済史』東洋経済新報社、1999年.

59 関口尚志・梅津順一『欧米経済史 －近代化と現代－ 』放送大学教育振興会、1995年.

60 神武庸四郎・萩原伸次郎『西洋経済史』有斐閣Ｓシリーズ、1989年.
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